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○栗東芸術文化会館の設置及び管理に関する条例 

平成１０年１２月２８日 

条例第３２号 

（設置） 

第１条 芸術文化の振興及び住民福祉の増進を図り、もって市の発展に資するため、栗東芸術文化会館

（以下「芸術文化会館」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 芸術文化会館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 栗東芸術文化会館 

位置 栗東市綣二丁目１番２８号 

（事業） 

第３条 芸術文化会館は、次に掲げる事業を行う。 

（１） 音楽、演劇、歌劇、舞踊等舞台芸術の公演 

（２） 鑑賞教室、講座、ワークショップ、研修等の人材育成の企画及び実施 

（３） 日本画、洋画、写真等の展示 

（４） 大ホール、中ホール、小ホール、展示室、練習室、研修室等の施設の提供 

（５） その他芸術文化会館の設置の目的を達成するために必要な事業 

（指定管理者による管理） 

第４条 芸術文化会館の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定

に基づき、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に管理を

行わせるものとする。 

（指定管理者の指定の手続き） 

第５条 前条の規定による指定を受けようとするものは、事業計画書その他の規則で定める書類を添え

て、市長に申請しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったもののうちから、次に掲げる基準に照らして総合的に審査

し、芸術文化会館の管理を行わせるに最適と認めるものを、議会の議決を経て、指定管理者として指

定するものとする。 

（１） 施設を利用する者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られること。 

（２） 施設の適切な維持管理及び管理経費の縮減が図られること。 

（３） 事業計画書の内容が、施設の効用を最大限に発揮するものであること。 

（４） 事業計画書に沿って、計画的で適切な事業を安定して行う能力を有すること。 

（協定の締結） 

第６条 市長と指定管理者とは、規則で定めるところにより、芸術文化会館の管理に関する協定を締結

するものとする。 

資料４ 
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（指定管理者の業務の範囲） 

第７条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

（１） 芸術文化会館の運営に関すること。 

（２） 芸術文化会館の利用に関すること。 

（３） 芸術文化会館の維持管理に関すること。 

（４） その他芸術文化会館の管理業務で市長が必要と認めること。 

（注意義務） 

第８条 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則その他関係法令等を遵守し、善良な管理者

の注意義務をもって業務を行わなければならない。 

（施設の変更禁止） 

第９条 指定管理者は、施設等を模様替えし、又はこれに特別の設備を付設してはならない。ただし、

市長の承認を得たときは、この限りでない。 

（目的外使用の禁止） 

第１０条 指定管理者は、施設等を目的外に使用し、又は使用させてはならない。 

（秘密を守る義務） 

第１１条 指定管理者の役員及び職員は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退

いた後も、同様とする。 

（個人情報の取扱い） 

第１２条 指定管理者は、個人に関する情報（以下「個人情報」という。）の漏えい、滅失、損傷又は

改ざんの防止、その他保有する個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

２ 指定管理者の役員及び職員は、業務上知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的

に使用してはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

（事業報告書の提出） 

第１３条 指定管理者は、毎年度終了後、規則で定めるところにより、その業務に関する事業報告書を

作成し、市長に提出しなければならない。 

（業務報告の聴取等） 

第１４条 市長は、芸術文化会館の管理の適正を期するため、指定管理者に対し、その業務及び経理の

状況に関し、報告を求め、実地に調査し、又は必要な指示を行うことができる。 

（指定の取消し等） 

第１５条 市長は、指定管理者が前条の指示に従わないとき、又は当該指定管理者による管理を継続す

ることが適当でないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて業務の停止を命じるこ

とができる。 

（開館時間及び休館日） 

第１６条 芸術文化会館の開館時間は、午前９時から午後１０時までとする。 
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２ 芸術文化会館の休館日は、次のとおりとする。 

（１） 月曜日。ただし、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に定める休日に当

たる場合は、その翌日以後の最初の休日でない日 

（２） １２月２９日から翌年の１月３日までの日 

３ 指定管理者は、必要と認めるときは、市長の承認を得て、第１項に規定する芸術文化会館の開館時

間を変更し、又は前項に規定する休館日を変更し、若しくは臨時に休館日を定めることができる。 

（施設の使用） 

第１７条 芸術文化会館の施設を利用しようとする者（以下「申請者」という。）は、指定管理者に規

則で定めるところにより利用申請書を提出し、その許可を受けなければならない。 

（利用の制限） 

第１８条 指定管理者は、申請者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、利用を許可しない。 

（１） 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

（２） 施設等をき損し、又は汚損するおそれがあると認められるとき。 

（３） 集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になると認められるとき。 

（４） 管理上支障があると認められるとき。 

（５） 施設等を連鎖販売取引その他の取引に関して消費者の苦情が生じるおそれのある商品、物品

等の展示、販売又は広告を行うことを目的として利用するとき。 

（６） 研修室を音楽の演奏、映画等の上演又は舞踊等の実演を行うことを主たる目的として利用す

るとき。 

（７） 楽屋のみを利用するとき。 

（８） その他指定管理者が適当でないと認めるとき。 

（許可の取消し等） 

第１９条 指定管理者は、第１７条の規定により許可を受けた者（以下「利用者」という。）が次の各

号のいずれかに該当すると認められるときは、利用の許可を取り消し、又は利用を中止させることが

できる。 

（１） 利用者が、前条の規定のいずれかに該当するに至ったとき。 

（２） 利用者が、規則で定めるところによる遵守事項の規定に違反したとき。 

（３） 偽りその他不正の手段により使用許可を受けたとき。 

（４） 芸術文化会館の管理運営上必要であると指定管理者が認めたとき。 

（利用料金） 

第２０条 利用者は、芸術文化会館の施設及び附属設備の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

をあらかじめ指定管理者に納付しなければならない。ただし、附属設備等の利用料金及び施設の超過

利用料金等は、利用の終了と同時に納付するものとする。 

２ 利用料金は、別表第１に定める金額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て
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定める額とする。 

３ 指定管理者は、前項の規定により利用料金を定めたときは、直ちにこれを公表するとともに、施設

内において利用者の見やすい場所に掲示しなければならない。 

（利用料金の収受） 

第２１条 前条第１項の規定により納付された利用料金は、地方自治法第２４４条の２第８項の規定に

基づき、指定管理者の収入として収受させるものとする。 

（利用料金の還付） 

第２２条 既に納付した利用料金は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、当

該各号に定めるところによりこれを還付することができる。 

（１） 利用者の責めに帰さない事由により利用することができなくなった場合 利用料金の全額 

（２） 利用者が、ホール及び展示室並びにこれらと同時に利用する施設等について利用日の６月前

までに利用取消届を提出した場合 利用料金の５割 

（３） 利用者が、ホール及び展示室並びにこれらと同時に利用する施設等について利用日の３月前

までに利用取消届を提出した場合 利用料金の３割 

（４） 利用者が、前２号に規定する施設以外の施設について利用日の１月前までに利用取消届を提

出した場合 利用料金の３割 

 （目的外使用料等） 

第２３条 別表第２に掲げる施設を地方自治法第２３８条の４第７項の規定による許可を受けて使用

する者（第３項において「目的外使用者」という。）は、同表に定める目的外使用料を使用の許可の

際に納付しなければならない。 

２ 市長は、特別の理由があると認めるときは、前項の目的外使用料を分割して納付させることができ

る。 

３ 既納の目的外使用料は、還付しない。ただし、目的外使用者の責めによらない理由により使用の許

可を取り消したときは、目的外使用料の全部又は一部を還付することができる。 

４ 目的外使用料の減免については、栗東市行政財産使用料条例（令和５年栗東市条例第２９号）第５

条及び栗東市行政財産使用料条例施行規則（令和５年栗東市規則第３６号）第３条の規定を適用する。 

（損害賠償） 

第２４条 施設等を損傷し、又は滅失した者は、その損害を賠償しなければならない。ただし、市長が

やむを得ない事情があると認めたときは、この限りでない。 

（委任） 

第２５条 この条例に定めるもののほか、芸術文化会館の管理について必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１１年３月１日から施行する。ただし、第３条、第５条及び第６条の規定は、平
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成１１年１０月１日から施行する。 

（栗東町議会の議決に付すべき公の施設の廃止及び長期かつ独占的利用に関する条例の一部改正） 

２ 栗東町議会の議決に付すべき公の施設の廃止及び長期かつ独占的利用に関する条例（昭和５６年栗

東町条例第２９号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（平成１３年９月２１日条例第４０号） 

この条例は、平成１３年１０月１日から施行する。 

附 則（平成１７年９月２７日条例第３４号） 

この条例は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第４条の次に１５条を加える改正規定（第

５条を加える部分に限る。）は、公布の日から施行する。 

別表（第２０条関係） 

区分 基本額 

大ホール １日 １７４，３００円 

中ホール １日 ８７，１５０円 

小ホール １日 ２９，１００円 

展示室 １日 １３，０８０円 

楽屋（１室につき） １日 ６，２１０円 

楽屋事務室 １日 １，６５０円 

道具製作室 １日 ８，０００円 

衣装製作室 １日 １，９８０円 

練習室（１室につき） １時間 １，８２０円 

スタジオ １時間 ２，９００円 

研修室 １時間 ９００円 

和室 １時間 ５００円 

託児室 １時間 ５００円 

シンボル広場（全体） １日 ３０，０００円 

附属設備 １日 ３６，０００円 

備考 

１ １日とは、午前９時から午後１０時までをいう。 

２ 時間を延長して利用するときは、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て定める額を加算す

ることができる。 

３ 利用者が入場料その他これに類するものを徴収するとき、又は営利宣伝を目的として使用する

ときは、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て定める割合に応じて加算することができる。 
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別表第２（第２３条関係） 

施設 目的外使用料 

共用スペース １月 １平方メートル当たり７５０円 

 


